
『日本語の「φ」という限定辞』

アントニ才・ルイズ・ティノコ

0．序論

　「限定」　（一deter囲i胴七io邊）という概念は、、自然言語においては非常に大切な投割を

果たしている。　「限定」の研究は、特に冠詞の用法であるが、冠詞がないと言われて

いる日本語の場合は、それがどのように行われているかを、本研究で考えていきたい

と思う。特に修飾きれていない名詞の鰍きがまだ明らかではない。ヨー口！パの蓄語

とかなつの相違がみられるが、普遇的な圃もあり、「限定」の理捻へ買献するところ

があるのではないか、と私は思う。

ユ．　「φ」という隈定辞．

　一見して、日本譲では、限定’辞のない名詞句が多くみられるが、これらがどのよう

に「隈定」されるかが本研究の主眼である。そのために、日本人に愛読されている、

夏目：載石の『坊っちゃん』（1）から例文を引周し、その説明をしていきたいと恩う。

また、この『坊っちゃん』の中の例．文は、コセリウに「周辺領域」　（e皿torno）　（2）

と呼ばれている状況の中で解釈しなければならない。それは、状況を持たず、根拠を

持たない談話はないからである。

1．1．　「ひっかかり」の働き．

　H洲kins　（3）の用語では、竜rig屋εrであるが、assoc豆ativea胴phora（連合照応）

とも書う。Hawkinsによると、

　ユt　appears　that　the皿e耐ion　of　oηe　NP，e．g．　a碑eddi皿g，caηco羽j岨re

upa｝ho－e　set　of　associations　for　the　hεarer哩hich　per皿三t　th8bride，
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tb8　brides㎜aids，9tc．l　sha王1re麦εrtoモhefirst屑Pas”theけi99er”，

sinc暮it　tri99εrs　off　the　associaモions，a聰d　to　firsト固eれion　definite

d8sCriPtions関hich　are　dePe阯9れon　this　tri99eras”the　associates”．

二の「ひっかかり」の性質を調べるのには、

げていく。特に無形の限定辞「φ」　（ゼロ）

注意したい軸

　「坊っちゃん」が卒業し、校長に坪ぱれる

亘坊っちゃんjの出現頗により例文を挙

　っまり、修飾されていない名詞旬）を

o

　　　（1）　．．、四国辺のある申学校で数学の教師がいる白φ月給は四十四円だ

　　　　　　　が．

　ゴ坤っちゃん」がその「四国辺の申学校で数学の教師」という仕事を受け、次の例

文申の「φ」とのrひっかかり」となる。

（2）　φ学校はきのう率で乗りっけたら、犬概の見当はわかっている、四つ

　　　角を二二二三度曲がったらすぐφ門の前へ出た旬φ門からφ玄関までは御

　　　影石を敷きっめてある。

（3）　名刺を出したらφ校長室へ通した。φ校長は簿ひげのある、色の黒い、

　　　目の狸のような男である。

（4）　　　　φ辞令を渡した直

（5）　φ校長は今にφ職員に紹介してやるから．．．この辞令を三日間φ教

　　　員室へ張り付ける．．

（6）　φ教員がφ控所へそろうには一時間目のラッパが鴫らなくてはならぬ。

（？）　おれみたような無鉄砲なものをっらまえて、φ生徒の規範になれの．．

（8）　挨拶をしたうちにφ教頭のなにがしというのがいた向

　このように、教師の仕事があれば、その辞令、月給、学校などがある。さらに、学

校には、門、玄関もあり、校長、職員、教員、生徒、教頭などがいる。そして、校長

がいるならぱ、校長室があるように、これらの名詞は「ひっかかり」関係にある。
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「囚国辺の申学校で数学の教師」

令

辞令 学校 周給

　　　　　　　　　　　　　　＿」」＿＿＿＿＾’「一一一‘「…一一舳一’T’………て　　　　丁一………T一■■…’’「
l　　　　　　　1　　　　　　　　　l　　　　　　　　　l　　　　　　　　　l　　　　　　　　　l　　　　　　　　　1
l　　　　　　l　　　　　　　　l　　　　　　　　l　　　　　　　　l　　　　　　　　l　　　　　　　　1

門　　　玄関　　　校長　　　職員　　　教員　　　教頭　　　生徒

　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　l’
　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　校長室　　　　　　　　控所

1．2．「φ」の範囲・特徴．

　「～の～」という部分を表わす闘係は「ひっかかり」の・範囲を決める1っのかぎで

あるが、これだけではないようである、例えぱ、「φ教員」なら「教員全員」を指す。

複数の．「φ生徒」の場合も「生徒全員」を表す。単数の「φ校長」の場合はその1員

を表す。「φ」という限定辞の範囲は、部分を表さないと言える。

　また、「寝る」という動作のひっかかりの範囲には、r床」、r寝巻」、「布団」、

「枕」などそれぞれ1人分1組という関係と考えられる。例えぱ、

（9）　　　　寝られないまでも、φ床へはいろうと思って、φ寝巻に着換え

　　　て、φ蚊帳をまくっで．．．

（10）　　　　φふとんの中から、バッタが五六十飛び出した、、．．いきな

　　　りφくくり枕を取って、二三皮たたきっけた．、

　しかし、以上の例文（9）の「蚊張」と例文（10）の「くくり枕」は、「寝る」と

いう動作の範囲に入るとは限らない。必ず「寝る」時に「蚊帳」を使わないといけな

いことはないだろうし、「くくり枕」でなく、他の枕の種類を使ってもいいわけであ

る。そういう意昧で、例文中の「φ蚊纏」、「φくくり枕」という名詞旬は、ひっか
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かり関係になっているとは言えないので「不定」と判断してもよさそうであろう。が、

日本の習慣（周辺領域の1部）を知っていて、夏には蚊帳がよく倹われることと「く

くり枕」を使う人がよくいるということを判断したら、「定」と解釈しでもよいので

はなかろうか。ここでは、　「定」と「不定一の概念にっいて　jiri　Kra醐sky（197

2）と同栂に、

　　By　the　tem”detemineむess”碑eu耐erstand七h豊fact　th盈tno肚ηsare

c1assifiεd　aCcording　to　田hether　the　co蘭te皿t　expressed　by　thε　noun　is

c｝ear　amd　ideηtifiable　iηa　concrete胴y　or巫ot．In　toPica1皿t竜eraηcgs

thisca亡egory　is　reali2畠din亡he　Positiv豊casebyI’detemi蝸d麩ess”，iハ

the　negaセive　cas8by”inde七eminεd血ess”．

　っまり、語者（作家）と聞き手（読者）との「共通知織」が利用されているという

ことである。もし、聞き手（読者）が学校に教頭がいるということを知らなければ、

その「φ」という隈定辞の効果がなくなる。そのために、「φ」の解釈は客観的だけ

ではなく、主観的でもあると恩わざるをえない。

　ほかの例を見てみよう。

（11）　φ親譲りの無鉄砲で子供の時から損ぱかりしている。

（互2）　　　　φ二階から飛び降りて一週間ほどφ腰を抜かしたことがある。

（工3）　新築の二階からφ首を出していたら．．．

（14）　小使におぷさって帰って来た時、φおやじが犬きな目をして．

（15）　これはφ命よりだいじな栗だ。

　例文（1ユ）～（15）で分かるように「語者自身」が「ひっかかり」となっている邊

例えば、（11）の「φ輝譲り」は「私の親」を指し㌔「φ腰」、「φ首」一「φ命」

は、　「私の腰」、「私の首」、「私の命」という解釈もできるし、「φ二階」の場合

は、　「その時私がいた家の二階」というふうに解釈できる邊

　また、次に例えばすぺての学校に「宿直」があるとは隈らないので、もし闘き手が

その具体的な学校を知らなけれぱ、話者は前もってそれを紹介しなければならない。
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例えぱ、

（16）　φ学校にはφ宿直があって．．1φ宿直部屋はφ教場の裏手にあるφ

　　　寄宿生の西はずれの一室だ。

例文（16）では「φ宿直があって」と紹介され、それから「φ宿直」と「ひっかかり

関係」にある「φ宿直部屡」を「φ」で限定する。このように、発語に出現する新し

い要素が「ひっかかり関係」であれぱ、「φ」でもって「定」と限定され、そうでな

けれぱ「不定」と隈定される。また、新しい要棄を紹介することにより発諾が展開し

ていく也

　以上で見たように「～の一音禺」という関係も犬切であるが、ほかの関係もある。っ

まり、ここで言っている「ひっかかり」という関係はNPではなくてもよい直状況そ

のものが「ひっかかり」になる。そして何の｝ing旺iStiCrgferentも出現し’なくても

よさそうである。

2．　「φ」と「周辺領域」．

　日本語では、ある名詞旬が「定」であるか「不定」であるかを嬢昧に、「文飯によ

る」とよく言うが、ここではCoseriu　（4）の「周辺領域」の理論を応周し、　「φ」

という隈定辞は「周辺領域」　（文脈）とはどういう関係があるかを調べてみたいと恩

う。

2．1．「φ」と個別言語的文脈．

　言語活動において、すべての言語妻己号が具体的な意味を持っのは、その具俸的な言

語の複雑な意昧の対立、記号の関連、言薬の遊びなどのためである。これは、本研究

の範囲に入らないので、触れないことにする。

2．2．「φ」と言語的文脈．

　言語的文脈は、発語自体そのものであり、また、発話のそれぞれの部分が、その発

話の「周辺領域」として「文脈」になる。従って、すでに言ったことではなく、発蕎舌
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の申で後に言うことも含まれている。COSeriuが言語的文脈をきらに直接的あるいは

間接的に、そして、穣極的あるいは消極的に分類したが、「φ」以外になるので、本

研究の対象にならない。

2．3．　「φ」と言語外自勺文脈、

　’言語活動において、言わなくても得られる僧報や、理解できることが多い。当然、

こういう蓄語外的文脈はrφ」という隈定辞との関係が重要なので、詳しく見ること

にする。

2．3，1．　「φ」と物理的文脈．

　畷前にあるすべてのものを指示詞、所有詞などで限定することができるが、　「φ」

という隈定辞で隈定することもある。例えば、そぱにいる苧生の持っている一冊の和

西辞典を指で指して、

（17）　その辞典を貸してください。

（王8）　φ辞典を貸してください。’

と、両方の表現ができるが、もし辞：典を2概以上持っていたら、「どれ？」と闘き返

すであろう。それは、物璽的文脈がはっきりしていたら「φ一」で「定」と解釈できる

からである。また、1服だけならぱ、その1冊を指し、2冊以上ならぱ「すべての辞

典」を指すので、充分な僑鶏が伝えられていないと判断し、そのr足りない情報」を

福手に闘くことにより得ようとするからである。

2，3．2．「φ」と経験的文脈．

　眼前になくでも、語者と闘き手の両者にとって、すでに経験したことから成り立つ邊

例えぱ、

（ユ9）　「それで赤シャツは入に隠れて、源泉の町のφ角屋へ行って、芸者と

　　　会見するそうだ」

　　　　「φ角屋って、あの角屋か」
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「宿屋兼料理屋さ。だから．　　」

（19）のrφ角屋」は、rφ一だけで隈定できるのは語している2人の爾者が「事物」

の状態を識っているからである、

2－3．3．　「φ」と自然的文脈．

　自然を表す語彙は、その実物が1っしかない時に、「φ」で隈定できる、例えぱ、

（20）　　　　きれいな刃をφ日にかざして．．．

（21）　穐変わらずφ空の底が突き抜けたような天気だ。

（22）　廓下のはずれからφ月がさして．

（23）　頭の」二にφ天の川が一筋がかかっている自

のように、「φ日」、　「φ空」、「φ月」、「φ天の川」など「φ」で限定されるこ

とが多く、固有名詞と考えられる場合も多い、また、自然の一部であっても、　「φ山」

、「φ川」、「φ木」などは物理的文脈により限定されるか経験的文脈により限定さ

れることが普通であろう。っまり、「眼前の川」、「私達の知っている川一、「この

村の近くに済れている川」というふうに解釈される。

2．3．4．　「φ」と実践的（または臨時的）文脈．

　談講が行われる時に一違の文法的、意昧的機能が、その「機会」に依存している。

例えぱ、100円の物を売っている具体的な店の人に「100円のを！っください」

と、書うならば、その内容がはっきりする。呼格の場合は善通「φ」で隈定される。

例えば、

（24） バッタを床の中に飼っとくやっがどこの国にある。φ間抜けめ唖

この例文では誰が「間抜けめ」であるかがはっきりしているのは、実践的文脈がはっ

きりしているからである。
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2．3．5．　「φ」と歴史的文脈．

　日本の「佐藤、斉藤、犬の糞」ということわざが表現するように圃有名詞は1っの

ものしか表せないということではないが、歴史に属している人物・出来事などは一般

的に固有名詞として扱われている。こういう固有名詞は1っのものしか表せないので

圃有名詞となるのではなく、歴史的文脈により共通知織の範囲に入るので限定される

のである邊例えぱ、次の例ではrφ」で隈定される。

（25）　白分とおれの関係をφ封建時代の主従のように考えでいた、

（26）　　．．馬率に乗ろうが、船に桑ろうが、φ凌雲閣へのろうが、到底寄

　　　り付けたものじゃない台

（27）　　　　幸いφ物理学校の前を遜りかかったら生徒募集の広舎が出てい

　　　たから．．

　凌雲閣とはに明治23年浅革公園内に建てられた八角形鍍瓦造りの塔であったこと

は一般的に知られていなくても、歴史的文脈に罵していると「φ」で隈定されること

になる。また、この歴史的文脈を広い意昧でとらなけれぱならない、社会の仕組み、

その特定の場所の歴史などを含まなけれぱならない。歴吏的文脈のために（27）の「

φ物理学校」は、現在の東京理科犬学だと分かる直

　魔史的文脈のために二　「φ天塁」のような圃有名詞の解釈も容易である。　「現在、

昭和61年」という歴史的文脈で表現するのなら、具体的な歴史的な天皇を指すこと

になる。

2．3．6．　「φ」と文化的文脈．

　文化は歴史、社会、習援、宗教、文学などと深く関わっているが、文化こそ共通知

識の範囲に入るわけである。

（28）　母が死んでから六年貿のφ正月におやじも率中で牟くなった。

（28）の「φ正月」は、一般の日本人なら、いっ牟らいっまで指すかは分かっている

はずである。

一38一



2　4．　「φ」と談語の世界．

　ある特定の談請はある特定の意味体系に属しているということになる。例えぱ、

（29）　歳園精舎の鐘の声、諸行無常の響きあり。

（30）　φ古池やφ蛙が飛び込んだりするのが精神的娯楽なら．

（29）のような文は「平家物語」の「世界」にのみ意昧がある邊　「φ」という隈定辞

との関わり合いは、「ひっかかり」の関係が当然「世界」により違ってくるというこ

とになる。また、　（30）の「φ蛙」は「どの具体的な蛙か」を闘く意味がないのは、

「現実の世界」でなく、　「芭蕉の俳旬の世界」’に属しているからである百

3、　「φ」という岡葦j定舌幸の提案、

　日本語の修飾されていない名詞は、「隈定」上の芙通の統語論・意味論的な特徴を

共通しているので、方法論上では「φ」という限定辞により限定されていると扱って

も便利であろう。この「φ」という醍定辞は、「定」あるいは「不定」という機能を

含わせ持ち、その機能は、その名詞とその「周辺領域」で決まるようである。　（5）

　まず、その本質を理解するためには、話者と闘き手の芙通知識が表面化しなくても、

その知識を利用することにより、発藷に新しく出現していく要素の「隈定」が行われ

る。しかし、自然言語の記号は、複雑な網の冒のように結合している芭その結合の「

強化」　（reinfOrCe鵬ηt）の程度が個人により異なるので、　「定」、　「不定」、の認

識も異なる。相撲の知らない人に「犬乃国が大関になった」と語しかけてみても通じ

るはずがない。「大乃国」と「犬関」の意昧関係を教えて（紹介）はじめてその内容

がはっきりする。

　「ひっかかり」闘係で緒含された2っの要素（例えぱ、学校和吋教師）は、「φ」

で限定されるならぱ「定」となり、完全に結合されでいない場含は「不定」となる。

また、　「定」になった場合は、例えば「φ教師」、　「すべての教師」または「特定の

1人の教師」の解釈になる。実際の発諸の涜れとしては、要棄と要素の強化が強けれ

ば強’いほど「定」の表現がおよび「φ」の出現頻度が高まるであろう。

　また、
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（31）　学校へ行って、φトイレに入った。

（32）　学校で、ペンキ屋さんがφトイレを塗った。

（30）の「φトイレ」は、「学校のすべてのトイレ」とは解釈できないが、　（32）の

「φトイレ」は「すべてのトイレ」と解釈することができる、ここでは、私が呼んで

い1る「概念的限定」（COηCεp㍑aldg士εr週i胴tiOη）および「共同隈定操作」　（jOiη重

deセer蘭i胴tive　operaれon）　（6）というメカこズムで説明しなけれぱならない、

　基本的には、ある「φ」という隈定辞を伴う書語記号1Wiが他の言語記号W2に「

概念的隈定」により隈定されるには1っ以上の共通形成要素を有しなけれぱならなレ、・何

n書語記号の場含は、　（3王）の例文のように「学校」、　「トイレ」、　「入った」とい

う、少なくとも3つ（n）の要素があるので、これらの要素のr共同限定操作」によ

り、　「不定」になる。つまり、　「学校の1っかすべてのトイレか」の陵昧さをはっき

りさせるのは3番目の要素「入った」である。もし、　（32）のように「入った」とい

う要素の代わりに「塗った」という要素ならぱ、「すべてのトイレjになり、「定」

の解釈になる、それは、普通、トイレヘいく必要がある時にr1つのトイレ」に行く

だけで周が済むが、ペンキ屋さんがトイレを塗る時に「すぺてのトイレ」を塗ること

が普通だからである旬このように、ある発請の中の名詞旬は複数の要素の「概念的限

定」により隈定されると言える。

4自繕び．

　「隈定」　（deter固i胴tiOn）という極めて抽象的な言語理論の間題は主に冠詞、数

量詞の用法が研究の対象となるが、日本謡にはヨーロッパの言語のような冠詞がない

のが日本語の特色として今もって無批判に、あたかも定説のように襲り返す研究者が

敵見する。一毅的には、　「ハ」と「ガ」そして指示詞の研究に留まっている。しかし、

日本語のような「冠詞のない言語」のあらゆる現象（隈定のメカニズムについて）の

説明は、特に修飾されていない名詞の融きの研究がまだほとんど行われていない。

　本研究の主同艮は・日本語の修飾されていない名蕎弔の意昧論上の特徴から奮えぱ・方

法論的にも「φ」という隈定辞に隈定されていると扱った方が利点が多いので、1ヨ本
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語の「φ」という無形の隈定辞を提案することであり、それと芙に、そのごく基本的

な勧きを紹介したにすぎない。また、B本語に隈らず、他言語の同類の現象（冠詞不

在）を理論的に説明するのにも役立っと思う。

　無論、こうした類の間題の僅質のためにより深く迫る必要があると思うが、せめて

叩き台の1っになることができれぱと思うのである芭

【注】

1）　夏目＝漱石（1909）『坊っちゃん』、岩波文庫、第64（1981）印刷による。

2）　何かを言う時、言葉で表すことと実際に理解されたことを比較してみると、前

　　　者の方ははるかに少ない邊それは、どんな言語活動にも「周辺領域j　（e航Or－

　　　no）があるからである。コセリウは、4っのr周辺領域」のタイプを区別して

　　　いる。　cf，　RuizTi羽oco，＾皿セo皿io　（1983）。

3）　　cf．　Ha碑kins，Joh加＾．　（1978），pp．123一王30．

4）　　cf．　C⑪seriu，Eugenio（ユ955－56）

5）　「ひっかかり」関係を理論的にさらに把握するためにR肚i～Ti聰oc0，＾nt0苅io

　　　（1985a，b）で「言謡概念」を鋸案した。

6）　　套羊しくは、　cf．Rui髪丁豆noco，為nto苅io　〈1985a）
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